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Ⅰ．エリア名 都井岬西岸

Ⅱ．サンゴ被度 5％未満〜70％

Ⅲ．生育型 卓状ミドリイシ優占

Ⅳ．サンゴ群集や
海域の特徴等

都井岬西岸は、卓状ミドリイシが優占。非常に大きな群集を形成してい
る。周辺海域には20種程度のサンゴが確認できる。

⑥都井岬西岸

卓状ミドリイシ類

クシハダミドリイシが優占する群集

なお、宮崎県太平洋沿岸で確認されて
いるサンゴ種の一部は、以下の文献で
確認することができます。

深見裕伸ほか. 宮崎県日南海岸におけ
るサンゴ捕食動物によるサンゴの被害
とその駆除活動(2011~2018年)につ
いて. 宮崎の自然と環境 = Nature 
and environment in Miyazaki / 宮崎
の自然と環境協会編. (4):2019,p.46-
51. 
https://ndlsearch.ndl.go.jp/books/
R000000004-I030163702
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なぜ保全が必要か
宮崎県太平洋沿岸の高緯度サンゴ群集域は、南北に広く分布することもあり、多様なサンゴ種を育む
地となっています。また、次のようなサンゴの生態や特性は、海洋環境の変化の主要因である気候変
動の影響を捉え、海の現状や変化を知って将来を予測するための重要な手がかりとなります。そのた
め、高緯度サンゴ群集を知り、保全することが重要です。

⿡ サンゴの卵や幼生は移動分散能力が高く、海水温上昇に伴う分布範囲の変化が他の
生きものより早く現れるため、気候変動の海への影響の早期把握や予測につながる。
すでに、サンゴの分布域の北上は各地で確認されている 14。

⿡ サンゴは固着性の種が多く、同じ場所で成長し続けるため、プランクトンや魚類、
海鳥等の移動性の生きものに比べ、同一地点での継続的な情報収集や分析を行うこ
とができる。

⿡ サンゴは海水の温度、清澄度、塩分濃度、栄養塩濃度、光環境、流速等、生息環境
の変化に非常に敏感で、ストレスを受けると色や状態に現れるため、サンゴの外見
から海中環境の変化や影響の把握が行いやすい。

脅威と保全
生息環境の変化によるストレス以外にも、さまざまな自然現象や人間の活動がサンゴの脅威（かく乱
要因）となります。その影響や対処方法を知り、適切にサンゴを保全することが、高緯度サンゴ群集
とその沿岸生態系を守ることにつながります。

第5章

高緯度サンゴ群集の
脅威と保全
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夏季の高水温
サンゴの生育の最適水温は概ね18℃～28℃、生育可能水温は12℃～35℃とされています。夏季の気
温が高い時期に、海水面温度が上昇し、30℃を超える状態が数日から数週間続くと、サンゴは高温の
ストレスによって白化し、死んでしまうこともあります。海水温の変化は面的な広がりをもって発生
するため、夏季の高水温による白化や死滅の影響は比較的広範囲に及ぶ傾向があります。

高水温による地球規模でのサンゴの白化が初めて確認されたのは1997～1998 年、エルニーニョ現象
等に気候変動の影響が加わったことによるものでした。その後2010 年、2014～2015 年、2024 年に世
界規模での白化が発生しました。近年は、気候変動の影響による海水温の上昇が進んでおり、エルニ
ーニョ現象等の気象現象を伴わないサンゴ
の白化の発生、死滅の被害が世界や日本の
各地で増えています。

宮崎県太平洋沿岸では、年間の平均海水温
が21～22℃、夏季（7～9 月）の平均海水温
は24～25℃、最高海水温は29～30℃程度
です。これまで高水温によるサンゴの白化
はほとんど確認されていません。2024 年、
日本では太平洋沿岸各地の高緯度サンゴ群
集で白化によるサンゴの死滅が見られまし
たが、宮崎県では日南市沿岸部で小規模な
白化が見られた程度です。 高水温で白化したサンゴ（2010年、高知県）

Ⓒ
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冬季の低水温
冬季の極端な低水温も、サンゴにとってストレスとなります。寒波の影響等によって冬季の海水温が通
常に比べて2～3℃低下し、生息可能水温を下回る状態が数日程度続くと、サンゴはストレス状態にさ
らされ、高水温と同様に白化が起こります。
高水温による白化が日本や世界各地の海で確
認される一方、低水温による白化は主に高緯
度サンゴ群集域に限られます。

宮崎県太平洋沿岸では、冬季（12～2 月）の
平均海水温は18～19℃です。北部では一時
的に16℃を下回ることもありますが、サンゴ
の生育可能限界である18℃をほぼ下回らな
いため、海水温低下によるサンゴへの影響は
ないと思われます。またこれまで寒波による
異常な海水温低下も発生していません。

低水温で白化した枝状サンゴ（中央）と、その周りですでに死滅したサンゴ（2023年1月23日、
高知県）
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サンゴ捕食生物の食害
オニヒトデやサンゴ食巻貝類等はサンゴを捕食します。なかでも、成長の早いミドリイシ属のサンゴ
を好んで食べる傾向があり、それによって成長の遅い他のサンゴが生息できたり、稚サンゴが加入す
るための裸地が提供されたりします。そのため、これらのサンゴ捕食生物はサンゴの種の多様性に貢
献していると考えられています。

しかし、オニヒトデやサンゴ食巻貝類は稀に局所的に大量発生することがあり、世界各地で多くのサ
ンゴ生息地に大きな被害をもたらしてきました。そのため、これらは「サンゴ食害生物」とされてい
ます。オニヒトデもサンゴ食巻貝類も大発生の原因はよく分かっていません。自然の営みではありま
すが、大量発生によってサンゴが深刻な被害を受けると、その地域のサンゴや海洋生物の多様性、生
態系に深刻な影響が及ぶことが考えられます。

オニヒトデ
体表面に有毒な針を持つ大型のヒトデ。成体の体長は直
径40cmを超え、太平洋、インド洋、紅海等の世界各地
のサンゴ生息地で見られます。沖縄県のサンゴ礁域では
通常1haあたり1 ～5 個体の密度で生息し、一般的に夜
間にサンゴを食べ、日中はサンゴの下や岩陰に隠れてい
ます。大量発生すると昼夜問わずサンゴを食べることが
増え、サンゴへの被害が拡大します。天敵となる生物は
ホラガイですが、オニヒトデの大発生を抑えるほどの生
息密度ではなく、サンゴ群集を保全する上では、オニヒ
トデの生息密度を通常の範囲に抑えることが必要です。
日本では1970年代～1980年代と2000年頃の二度にわた
って、沖縄諸島や奄美群島等のサンゴ礁域や、九州や四
国、和歌山等の高緯度サンゴ群集域で数千～1 万匹を超
す大量発生が同時多発的かつ長期的に起こり、多くの地
域でサンゴが食い尽くされ、壊滅的な被害が出た地域も

ありました。被害後に稚サンゴの新規加入が見られる地
域もありますが、生存サンゴ被度は低下する傾向が見ら
れます。
宮崎県太平洋沿岸では、1973 年から1985 年にかけて日南
市～串間市沿岸でオニヒトデの増加とサンゴの被害が報
告されました。その後、2011 年に串間市黒井港周辺海域
にてオニヒトデの食害によるサンゴの大量死滅が確認さ
れました。この年の駆除量は1,000 ㎏を超え、黒井周辺
のサンゴはほぼ死滅し、都井岬西岸の卓状ミドリイシ群
集にも影響を及ぼしました。その後、駆除の効果もあり
2014年にはオニヒトデの大量発生は収束しました。
一方で2013年から串間市築島及び日南市大島でのオニヒ
トデの発生が確認され、築島では2015 年に、大島では
2019 年にピークを迎えましたが、それ以降は減少傾向に
あります。その間にかなりのサンゴが食害に遭い、その
数を減らしましたが、現在は回復傾向にあります。

Ⓒ深見裕伸／宮崎大学

Ⓒ深見裕伸／宮崎大学

オニヒトデの食害を受け白化が見られるサンゴ

サンゴの上に集まるオニヒトデ
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サンゴ食巻貝類
Drupella 属等サンゴを食物とする巻貝類は、サンゴの組
織を摂餌する殻長2～4cmの肉食性貝類です。本属の貝
類は、通常1 ～10 個体程度の集団を形成してミドリイシ
科等の樹枝状サンゴやテーブル状サンゴが形成する枝の
隙間等に生息します。しかし、稀に1,000 個体以上が大量
発生し、大集団を形成することがあります。
日本では、1976 年に三宅島で初めて大量発生が記録され、
その後沖縄諸島を起点として、黒潮流域に位置する各地
で連続的に発生が記録されています。オニヒトデに比べ
ると被害の範囲は小さい傾向にあり、地域全体が壊滅的
な影響を受ける被害にはなりませんが、大量発生した場
所では局所的なサンゴの壊滅的被害が見られ、その他の
かく乱要因が加わった場合のサンゴ群集の荒廃の進行が
懸念されます。
宮崎県では、1987 年に日南海岸においてヒメシロレイシ

ダマシの大量発生があり、串間市の夫婦浦では場所によ
ってミドリイシ類が壊滅したと報告があります。その後、
散発的に大島周辺で発生が確認されていましたが、大量
発生には至っていませんでした。
しかし、2013 年に都井岬西岸の卓状ミドリイシ群集にて

その発生が確認され、2015
年には大量発生を起こし、
2018 年までにかなりのサン
ゴがこの貝の被害に遭いま
した。その後、2022 年の調
査時には被害はほぼ確認さ
れず、大量発生は収束した
と思われます。

Ⓒ深見裕伸／宮崎大学 Ⓒ深見裕伸／宮崎大学

Ⓒ深見裕伸／宮崎大学
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駆除された大量のヒメシロレイシガイダマシ

サンゴ食巻貝の食害を受けて白化が見られるサンゴ

ヒメシロレイシガイダマシの食害を受けるサンゴ
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人間の活動
沿岸開発や埋め立て、陸域からの土砂や赤土の流出、産業排水や生活排水の流入、ごみの流出、不適
切な観光行動等の人間の活動は、サンゴの生息地を直接破壊する他、水質汚染の要因となり、サンゴ
の生育を阻害します。

宮崎県では、高緯度サンゴを基盤とする文化・生業・産業が限定的なため、人間の活動とサンゴの関
係性や、人間の活動のサンゴへの影響について明確ではないことが多い状況です。沿岸海域では、漁
業やダイビングや海水浴等のマリンレジャーといった人間の活動が行われており、高緯度サンゴの脅威
とならない利用のあり方が必要です。

気象現象
台風や豪雨は、海面水温を低下させることでサンゴの生息環境を守る働きもしますが、局所的なかく乱
要因にもなります。サンゴの生息地に強い風や波浪、陸域からの土砂流入や、海中の堆積物や栄養塩
の流入等をもたらし、サンゴの剥離や破損、転倒といった物理的な破壊や、海岸の法面の崩壊等生息
地の地形の改変といった被害が発生します。気候変動の影響に伴って、台風の強度増大や大雨の発生
頻度増加が予測されています15。

宮崎県では、台風の直撃は頻繁にはありませんが、直撃するとサンゴに大きな被害が出ることもありま
す。特に北部では卓状ミドリイシ類がひっくり返ったり破損したりする等の被害が起こっています。
2020年には大島のサンゴ群集も被害を受けました。
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延岡市、日南市、串間市では、さまざまな関係者が長年にわたって協力しながら高緯度
サンゴ群集の保全に取り組んでおり、その取り組みが持続可能な利用の基盤となってい
ます。

第6章

宮崎県太平洋沿岸での
高緯度サンゴ保全と
持続可能な利活用
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延岡市
延岡市では、1977 年に創業した延岡市ダイビングのパイオニアで市内唯一のショップである延岡マリ
ンサービスが中心的役割を担い、保全活動が行われています。40 年以上前から、ショップの拠点とな
る天神周辺や島浦島周辺のほか、北浦から浦城の沿岸で、サンゴや海洋環境の保全活動を実施し、そ
の普及啓発活動にも取り組んでいます 16。

（1）	保全体制の構築と組織運営

2010 年、延岡市のサンゴを保全することを目的に島野浦サンゴ礁保全会が発足。島浦町漁業協同組
合の職員が事務局と代表を務めています。現在は、水産多面的機能発揮対策事業を活用し、主に次の
活動を実施しています 17。

（2）	モニタリング

①	オオスリバチサンゴ群生地の調査
島浦島北部のオオスリバチサンゴ群落は、1990 年にMRT
宮崎放送が高橋良治氏（延岡マリンサービス前代表）と共
に延岡市周辺のサンゴを取材した際に見つかりました。
翌1991 年に野村恵一氏（当時・串本海中センター）や、環
境庁（第4 回自然環境保全基礎調査）によって詳細な調査
が行われ、美しいバラの花弁状のかたちをなす60 群体も
のサンゴが密集して数メートルの群落となっている国内
で比類のない大規模なオオスリバチサンゴの群集と分か
りました。その後、その希少性や保全の重要性が認識され、
1993 年には本群生地を保全するために、群生地の周囲ま
で海中公園区域の範囲が拡張されました 18。

主な取り組み内容

Ⓒ野村恵一

Ⓒ野村恵一Ⓒ野村恵一Ⓒ野村恵一

1991年、野村氏によるオオスリバチサンゴ調査時の様子

1991 年の調査当時に見られた壮観で美しい姿
（現在は失われてしまった）

2009 年、底部が掘られ安定を失ったオオスリ
バチサンゴ群体

2009年、転倒したオオスリバチサンゴ群体（沖
の離岸堤建設に伴う潮流変化が影響したと思
われる）
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延岡マリンサービスでは、延岡市（水
産課、生活環境課、都市計画課）、島
浦町漁業協同組合、宮崎大学（神田教
授、深見教授）と協力し、2008 年以降
毎年オオスリバチサンゴ群集のモニタ
リング調査を実施しています。初回調
査時から人間の活動による海洋環境の
汚染や投錨等によるサンゴの損傷が確
認され、年によっては台風による被害
も受けており、調査結果に基づく保全
や回復の取り組みが行われています。

なお、島野浦サンゴ礁保全会の活動対
象外のエリア（日豊海岸国定公園外）に
ついては、ダイビングで利用する場所
を中心に、延岡マリンサービスが自主
的にサンゴの状態の確認・記録を続け
ています。

②	宮崎大学との共同調査
2015 年から宮崎大学深見研究室との共同調査を開始し、島浦島周辺を中心にサンゴ種やサンゴの
成長、病気等に関する情報を蓄積しています。これまでの調査によって、研究場所である島浦島
周辺では15科39属95種の有藻性サンゴが確認されています。

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

オオスリバチサンゴ調査の様子

宮崎大学との共同調査の様子
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（3）	脅威（かく乱要因）とその影響の回避・軽減

①	サンゴ保護用のブイ設置
2008 年のモニタリング調査結果を受け、延岡市
と島浦町漁業協同組合の協力を得て宮崎県に申請
し、2009 年にオオスリバチサンゴの群生地に保護
用ブイを6 基設置しました。サンゴがあることを
知らずに釣り人や遊漁船が錨を入れたり、漁船が
漁網を入れたりするのを防ぐため、島浦町漁業協
同組合と地元漁師たちの理解を得てサンゴの保護
区を設定し、保護区内は投錨禁止となっています。

保護用ブイ設置の必要性は、オオスリバチサンゴ
群集が調査された1991 年頃から言われていまし
たが、モニタリング調査によって現状が把握でき
たことで設置に至りました。2015 年には、宇治港
入口付近とオオスリバチサンゴ群生地の2 つのエ
リアに、「サンゴ保護区投錨禁止」の表示付き保護
用ブイを11基設置しています。

②	サンゴの移植
2015 年以降、オオスリバチサンゴの欠片をサンゴが欠けた場所や根固め用の土嚢に接着し、サン
ゴが無性的に増殖する特性を活かした再生を図っています。

保護用ブイ設置の様子

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

サンゴ移植の様子

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス
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③	サンゴの補強・修復作業
2015 年以降、独特の花弁状のかたちゆえに倒壊の恐れがあるオオスリバチサンゴを守るため、根
固め用の土嚢を設置しています。

また、台風によってサンゴが転倒・倒壊した場合、元の位置に戻したり、割れたり折れたりした
サンゴを結束バンドで土台となるサンゴや岩に固定する作業を行っています。20 日程経過すると
サンゴが結束バンドを覆うように成長し、土台に繋がっていくことが確認されています。

④	食害生物の駆除
延岡マリンサービスでは、不定期でサンゴ保全に関するダイビング企画を実施しています。ボラ
ンティアダイバーの参加を募り、通常ダイビングで利用する場所をはじめ、あまり利用しない場
所も含めてオニヒトデやレイシガイ類等のサンゴ食害生物の発生状況を確認し、駆除を実施して
います。

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

補強・修復作業の様子

食害生物駆除の様子
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（4）	普及啓発・意識向上

延岡マリンサービスの自主的な取り組みとして40 年以
上にわたり、ボランティアダイバーの参加を募り、ビ
ーチクリーンと海底清掃を年4 回程度実施しています。
また、ファンダイビング等で海に出た際は随時ごみ拾
いを行い、利用客に対する啓発にもつなげています。

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

海底清掃の様子

ビーチクリーンの様子
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2012 年からは、延岡市立浦城小学校や島野浦小学校の生徒や、その他同市内の小・中・高校・大学
の生徒・学生を対象としたサンゴ保全の講義やシュノーケルでのサンゴ観察会を実施しています。ま
た、県内外で毎年数回、海洋保全活動に関する講演も行っています。

なお、モニタリングや脅威とその影響の回避・軽減、普及啓発・意識向の活動に関する情報は延岡
マリンサービスのウェブサイトで公開されています。

延岡マリンサービスのウェブページ「海を守るプロジェクト」

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

Ⓒ高橋勝栄／延岡マリンサービス

サンゴ観察会の様子

サンゴは神様が温暖なエリアのみにくれたプレゼント
だと思っています。サンゴは立派な生態系を作り、森
のように海を清浄化し、私たちの生活を守る防波堤の
役割も果たしています。
しかし、世界中のサンゴや魚たちが減ってきています。
私たちダイバーにとっても、漁業者にとってもサンゴ

があることは宝であり守るべき存在だと思っています。
延岡マリンサービスでは長きにわたり、サンゴ保全及
び環境保全活動を行ってきましたが、昔は全く相手に
もされなかった同市担当課や漁協、島民等が今ではと
ても協力的になり、一緒に守る活動をしてくださって
いることが何より嬉しいですし、心から感謝しています。

延岡マリンサービスは、サンゴ保全をはじめとする地域での継続的な環境保全活動等が認められ、環境省「自然公園指導員自然環境局長
表彰」（2011 年）、PADI「AWARE賞」（2011 年）、延岡商工会議所「ふるさと功労賞」（2014 年）、PADI「カスタマーサポート賞」及び「AWARE
特別賞」（2020年）、宮崎放送「MRT環境賞 大賞」（2020年）、ソロプチミスト日本財団「社会ボランティア賞」（2023年）を受賞しています。

延岡マリンサービス　高橋勝栄代表
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日南市・串間市
日南市・串間市では、1996年に創業したダイビングショップGreet Diversが中心的役割を担い、保全
活動が行われています。日南市大島周辺から串間市都井岬にかけての沿岸で、サンゴや海洋環境の保
全活動を実施し、その普及啓発活動にも取り組んでいます 19, 20。

（1）	保全体制の構築と組織運営

2011 年に串間市の海域でオニヒトデが大発生したことをきっかけに、日南市と串間市のサンゴを保
全することを目的として、2013 年に日南海岸サンゴ群集保全協議会が発足しました。宮崎県（自然環
境課、観光推進課、漁業管理課、南那珂農林振興局（水産））、日南市（観光・クルーズ課、水産林政課）、
串間市（商工観光スポーツランド推進課、農地水産林政課）、宮崎大学（農学部 海洋生物環境学科、ダ
イビング部）、日南市漁業協同組合、南郷漁業協同組合、串間市東漁業協同組合、串間市漁業協同組合、
日南市観光協会、串間市観光物産協会、宮崎県スキューバーダイビング安全対策協議会、協議会加盟
のダイビング事業者やダイビングショップ所属のダイバーが加盟しています。

2013 年～2020 年は生物多様性保全推進支援事業（環境省）、2021 年以降は水産多面的機能発揮対策事
業（水産庁）を活用し、主に次の活動を実施しています。

主な取り組み内容

（2）	モニタリング

毎年冬季に、宮崎県スキューバーダイビング安全対策協議会のメンバーと宮崎大学深見研究室の教員
及び学生、宮崎大学ダイビング部La merの学生が協力して日南市南郷町、大島の竹之尻と五本松の2
地点をライントランセクト法で調査しています。測線50mを各2 本設け、ライン上のサンゴ被度を測定
するほか、リーフチェック法の項目に沿
って調査が実施されています。

有藻性サンゴの被度は7％台、ソフトコ
ーラルとあわせるとおよそ50％で推移し
ています。宮崎大学深見研究室の調査研
究により、日南市大島周辺では少なくと
も13科44属62種、都井岬沖では8科17
属26種のサンゴが確認されています。

Ⓒ福田道喜／ Greet Divers Ⓒ福田道喜／ Greet Divers

（3）	脅威（かく乱要因）とその影響の回避・軽減

日南海岸サンゴ群集保全協議会発足のきっかけは、2011 年に串間市で操業する漁師から「サンゴが白
くなっている」という連絡を受けたことでした。連絡を受けたGreet Diversの福田道喜オーナーが、
宮崎放送潜水班及び宮崎大学深見裕伸教授と、串間市都井地区の黒井港付近の海を確認し、オニヒト
デの大量発生を発見、レイシガイダマシ駆除の経験を活かして駆除に着手しました。

日南大島でのモニタリングの様子
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オニヒトデ駆除の様子

Ⓒ福田道喜／ Greet Divers Ⓒ福田道喜／ Greet Divers Ⓒ福田道喜／ Greet Divers

その後は、オニヒトデの大量発生が確認された築島や大島周辺にも範囲を広げながら駆除活動が継続
されています。2013 年以降は協議会が中心となり、現在は宮崎県スキューバーダイビング安全対策協
議会の加盟メンバーと宮崎大学深見研究室の学生、宮崎大学ダイビング部La merの学生、漁業者も
船頭として参加し、毎年11～2月の期間に6～8回の駆除活動が行われています。

駆除個体の判別がしやすいこと等から、スクーバ潜水で長い鉤棒を使ってオニヒトデを採取し、陸に水
揚げした後、処分しています。駆除個体は、地元農家が引き取り、肥料として利用されています。

第5 章にも記載の通り、これまでの駆除結果を見ると、駆除量の多い地域が都井地区から築島、大島へ
と移動していることが分かります。これはオニヒトデの分布域の変化を反映したものと考えられます。
駆除量は、初年度の2011年は都井地区のみで1,000kgを超えていましたが、継続的な駆除の効果もあり、
2021年以降は全体として収束傾向にあります。
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図4　オニヒトデ駆除量の推移
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ヒメシロレイシダマシ等サンゴ食巻貝の駆除は、大島の竹之尻を中心に、ダイビングの案内等でスク
ーバ潜水を行うたびに実施しています。サンゴ食巻貝はミドリイシ類等のサンゴの隙間にいるため、
長いピンセット等で採取する必要があり、時間と手間がかかります。オニヒトデとサンゴ食巻貝では
駆除道具が異なり、一度に両方の道具を持ってスクーバ潜水し作業するのが困難なことから、それぞ
れにスクーバ潜水と駆除作業が必要で手間のかかる作業です。

レイシガイダマシ駆除の様子

Ⓒ福田道喜／ Greet Divers Ⓒ福田道喜／ Greet Divers

（4）	普及啓発・意識向上

日南海岸サンゴ群集保全協議会では、主に2つの活動を実施しています。

①	地域の子どもたちへの体験型教育活動
2013 年に串間市都井地区で活動を開始。近年は毎年10 月、大島と築島で、小学校4～6 年生を対
象としたサンゴ観察のスノーケル体験イベントを実施しています。日南市で見られるサンゴにつ
いての説明や安全講習を行った後、スノーケルを着けて海を泳ぎサンゴや海の生きものを観察し
ます。あわせて、陸上での清掃活動も行っています。

スノーケル体験の様子

Ⓒ福田道喜／ Greet Divers
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②	一般向けの情報発信
毎年1 回、宮崎市内のショッピングモールで「日南海岸のサンゴといきもの」写真
展を開催しています。海の中で見ることができるサンゴや魚類、貝類、エビ、カ
ニ等を写真で紹介し、身近な海の美しさや不思議さ、保全活動の大切さを一般の
方々に伝える場となっています。

写真展来場者のコメント
⿡ テレビで見るような世界

が日南にもあるのだと思
いました。素敵です。

⿡ 写真を見てすごく癒され
た。かわいい生き物がこ
れからも生きていける綺
麗な海であってほしい。

⿡ こんな素敵な生き物がい
るのに驚きました。この
環境を守る方法をもっと
知りたい！

⿡ オニヒトデの駆除が大変
だと良く分かりました。
ありがとうございます！

「日南海岸のサンゴといきもの」写真展の様子

Ⓒ福田道喜／ Greet Divers Ⓒ福田道喜／ Greet Divers

2013 年の協議会発足にあたっては、オニヒトデが大量
発生していたため対処を続ける必要があったことに加え、
宮崎県はダイビングに利用できる海域が少なく、南部で
は日南市南郷町の大島周辺に限られていることから、貴
重な海を守ることがダイビング事業の継続にも重要だと
いう思いがありました。
保全活動には、「サンゴ死んでいるけれどおかしくない
か？」というような現場の声と「そうそう、サンゴ食害生
物等の影響が現れていて、被害の予防や軽減のための
対処方法がある。」というような研究者の知見が結びつき、
広がることが大切だと感じています。
現場の関係者と研究者、行政等が皆で取り組むのだと
いう気持ちを掘り起こすことが必要ですが、現場では海
に潜れる人が減ってきていることが課題です。
ダイビングショップを営む若い人たちには、事業の利益

だけではなく、今のうちからサンゴや海洋環境の保全に
興味を持ったほうがいい、保全活動ができるような経営
体制の確立に準備したほうがいいという話をしています。
私自身は、宮崎大学のダイビング部La merの学生を中
心に、ダイビングの楽しさや安全管理、潜水技能を伝え
ながら、サンゴ保全活動にも参加してもらい、後継の育
成に努めています。藻場再生事業やビーチクリーン事業
等、自然の大切さを共に学びながら楽しんでいます。保
全活動はダイビングしなければ出来ないわけではありま
せん。一人ひとりの心がけでできます。
私がダイビングを始めた46 年前に比べ水中の環境が一
変しました。海は自然回復する力があると言われてきま
したが、これ以上人が悪化させると、もう元に戻れなく
なってくる日が目の前に迫ってきていると思います。も
っと自然の大切さに興味を持って欲しいです。

Greet Divers　福田道喜オーナーのコメント
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宮崎県太平洋沿岸には、日本や世界全体で見ても貴重な
高緯度サンゴ群集があり、そこには特有の沿岸海洋生態
系が育まれています。高緯度サンゴ群集の保全は、サン
ゴの遺伝子や種、沿岸海洋生態系の多様性を守ることに
加え、地域の足元にある海の現状や変化の傾向を知って
将来の変化を予測するための重要な手がかりとなります。
延岡市と日南市・串間市の事例は、そのために次のよう
なことが重要だと示しています。

	⿡ 利用している海の有限性と希少性への認識。各地域にはそこにしかない沿岸海洋生態系が育まれ、
人間の活動も含めた過去からの連続が現状を作り出し、今の姿がこれからも続くとは限らないこ
と、その様子を知るためには何らかのかたちで海に関わることが大切と理解していること。

	⿡ 行政機関、学術機関、海に関わる事業者、市民の共働。各関係者が高緯度サンゴ群集の広がる海
を必要とする理由や、責任を持って関われる範囲、貢献できる分野を理解し、それらを活かした
連携が図られていること。

	⿡ 使い続けるために守り続ける。水産業や観光業に限らず、地域の社会や環境、文化のさまざまな
面が海からの恵み（生態系サービス）を活用し続けられるよう、担い手や後継者の育成を含んだ保
全活動を行うこと。

WWFジャパンと黒潮生物研究所では、今後も宮崎県を含む日本各地の高緯度サンゴ群集域のサンゴ
とその保全活動、現状や将来予測に関する情報の収集や発信を続け、各地の取り組みの継続や持続可
能な利活用の推進に貢献していきます。
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